
今年もベネファクティブとポライトネスを 
考えさせていただいてもよろしいですか？（仮） 

［正式名称： ベネファクティブとポライトネス研究集会］ 
主催：毎年考えさせていただこう会 

［正式名称： ベネファクティブとポライトネス研究会  
＠法政大学文学部・椎名研究室］ 

日時： 2019年3月11日（月） 13:00～17:30 
場所： 法政大学市ヶ谷キャンパス 富士見ゲート G401教室 

演し物： （今年はすべて新ネタです！） 

1300  挨拶・紹介 
1305 ① 飯間浩明ゲスト（国語辞典編纂者） 
 「させていただく」がなかったら日本語の敬語は崩壊するって本当ですか 
「させていただく」はもう 60 年以上罵倒されている。どんなことばも、これだけ長い年
月が経てば、定着するかフェードアウトするかしそうなものだ。実は、日本語の敬語体系
は「させていただく」に大きく依存している。このことばが日本語にとって大恩人である
ことを明らかにする。 

1335 ② 塩田雄大メンバー（NHK放送文化研究所） 
  “させていただく” への認識をめぐる年代差・地域差 （仮） 
「させていただく」に対する違和感・親近感と属性差をめぐり、これまでの事例や全国調
査結果、また「食べログ」での記述様相などを材料として論じてみる。 

1405  質疑１ 
1420  休憩１ 
1435 ③ 滝島雅子メンバー（NHK放送文化研究所） 
 美化語の使用意識と受け止め意識～放送における美化語の意識調査から～ （仮） 
敬語全体が丁寧語化するなかで、敬語接頭辞の「お」「ご」の使用が増加傾向にある。放送
における美化語の使用に注目して、インタビュー調査からその意識を探る。 

1505 ④ 椎名美智メンバー（法政大学） 
 『サザエさん』に見る（イン）ポライトネスの歴史語用論研究：  
  ベネファクティブと呼びかけ語に着目して 
『サザエさん』全45巻をめくりながら、「授受動詞の中でヤル・アゲル系が使いにくくな
ってきたのではないか？」との問いを考える。本動詞から補助動詞への展開を観察し、呼
びかけ語に見られる人間関係の距離感をポライトネスの観点から考察する。 

1535  質疑２ 
1550  休憩２ 
1605 ⑤ 滝浦真人メンバー（放送大学） 
 ポライトネスの原理・原則と日本語： ベネファクティブと敬意漸減 
巷間散見される「ポライトネス原則」の“日本語転倒説”が誤りであることを示し、代替的
な解釈を示す。その上で、ベネファクティブの史的展開が敬意漸減プロセスであることを、
アゲル系の通時的変化を例に論じる。 

1635 ⑥ 荻野千砂子ゲスト（福岡教育大学） 
 「上げる」はどのようにして授受動詞化したか 
江戸時代前期には、「まいらす」「取らす」「進じ（ぜ）る」が一般的で、補助動詞用法もあ
った。一方「上げる」は年貢納めなどの場面に限られる。「上げる」が授受動詞化するまで
の過程を考察する。 

1705 質疑３ 
1720 閉会 1730 
 
※怒る方や絡む方はご遠慮させていただいております。 
※メールによる事前申込みをお願いいたします（3/7〆：資料配布や会場案内などの件で後日 
ご連絡させていただきます）。benefactive.politeness@gmail.com 毎年考えさせていただこう会 


